
2008 年林業経済学会秋季大会のご案内 

秋季大会運営委員会 委員長 岡田秀二 

 
 2008 年林業経済学会秋季大会は、11 月 14 日（金）、15 日（土）、16 日（日）の 3 日間、

岩手大学において開催されます。また学会ウェブ・サイト（http://wwwsoc.nii.ac.jp/jfes/ ）
で秋季大会関係情報を随時掲載・更新する予定です。 
 
日程・スケジュール 

11 月 14 日（金） エクスカーション（9:00～17:00） 
          各種会議（編集委員会・表彰委員会：13:00～15:00） 
              （理事会：15:00～18:00） 
              （評議員会：18:00～20:00） 
11 月 15 日（土） 午前 自由論題発表 
         午後 テーマ別発表，懇親会 
11 月 16 日（日）  自由論題発表 
         
 
大会参加予定者の方へ 

1）大会参加費は，一般会員 1,500 円，学生会員 1,000 円です。 
2）発表要旨を必要に応じて学会ウェブ・サイトからダウンロードしてご利用ください。 
3）自由論題報告，テーマ別セッションに先立ち，14 日（金）にバスによるエクスカーショ 
 ンがあります。ふるってご参加ください。エクスカーション申込書をご覧の上 10 月 17

日（金）までに大会運営委員会までお申し込み下さい。 
（岩手大学発着 参加費 3,000 円 昼食は小岩井農場にて実費徴収 1500 円程度） 
4）懇親会は 15 日（土）に開催します。（会費 一般 3,000 円，学生 2,000 円） 
 
研究発表予定者の方へ 

1） 本誌綴じ込みの「発表申込書」を８月 22 日（金）必着で,簡易書留により大会運営委員

会まで郵送してください（FAX・E-mail 不可）。 
2） 研究要旨（必須）は 10 月 17 日（金）までに「発表要旨集原稿作成要領」に従い,「要

旨在中」と明記の上,下記大会運営委員会までご送付ください。 
3） 筆頭者としての研究発表は一人一件に限ります。会員でない方は事前に入会手続きをお

取りください。 
4） 1 件あたりの発表時間 25 分,質疑応答 10 分を予定していますが,申込件数によっては変

更する場合もあります。 
5） プログラム編成について,発表時間帯の指定など個人的な要望にはお応えできませんの



でご了承ください。 
6） テーマ別セッションは,別記の通り 1 テーマを設定しております。ご応募をお待ちして

おりますが,応募が多数の場合,自由論題にまわっていただくこともある事をご了承くだ

さい。プログラム編成や発表時間の設定は,コーディネータが行いますので,発表予定者

はその指示に従ってください。 
7） 使用できる機材は,液晶プロジェクターと OHP です。 
 
宛先 
 〒020-8550 盛岡市上田 3 丁目 18-8 岩手大学農学部 
       2008 年林業経済学会秋季大会運営委員会 伊藤幸男 

 E-mail 2008iwate@gmail.com 
TEL/FAX 019-621-6280 

 
●テーマ別セッション 

 「地域制自然公園制度の再検討 

－地域環境ガバナンスの新たなツールとしての展望－」 

 

●趣旨 

 ２００６年に、林業経済研究所との合同で「国立公園と森林管理」というシンポジウム

が開催された。本セッションは、ここでの議論をさらに深めることを目的とするものであ

る。国立公園を含むわが国の自然公園制度は今、大きな転換期を迎えている。三位一体改

革による自然公園政策に対する国と地方の関係の変化の中で、生物多様性保全や自然遺産

の保全に対する骨格的な制度としての役割強化に加えて、地域の社会経済状況に即した地

域の主体性を重視した制度への変革が求められてきている。 
 周知のように、わが国の自然公園制度は地域制を採用してきた。これまで、地域制公園

制度は営造物公園制度と比べて不十分な制度と見られる傾向があったが、欧米を中心とし

て地域制公園制度の意義を再評価する動きが活発に見られつつある。特に、関係主体の協

働による地域制自然公園制度の管理運営を通して、農林業などによって維持されてきた文

化的景観やアメニティ、文化遺産の保全を図るととともに、それらを活用した地域振興へ

の取り組みがヨーロッパを中心として見られ始めており、地域環境ガバナンスの新たなツ

ールとしての地域制自然公園制度への可能性に期待が高まってきている。 
 本セッションでは、内外で見られる自然公園制度の新たな動向を素材として、わが国の

自然公園制度の展望について議論したいと考えている。 
（コーディネータ 八巻一成（森林総研東北）） 

 
 



2008 年林業経済学会秋季大会の発表要旨集原稿作成要領 

 
 本要旨は大会における発表内容を大会参加者および会員や林業経済分野に関わる人々に

つたえるものです。要旨集は PDF 形式で公開されますので,以下の作成要領に従い作成して

ください。また要旨原稿の入稿時には,演題や発表者などの研究発表申し込み内容を変更す

る事はできませんので,ご注意ください。 
 
１．原稿のファイル形式 

 発表要旨集原稿はパソコンを利用して作成し、FD，CD-R 等にて入稿してください。使

用する OS は MS-Windows のみとします。ファイル形式は基本的に PDF で入稿するもの

とし,それ以外の場合は MS-WORD を使用してください（ただし Word2007 のファイル形

式は使用できません）。大会運営委員会では, MS-WORD で入稿されたファイルを PDF に

変換します。その場合､特殊文字などの表示が変わる可能性がありますが，特段の対応は行

いませんのでご了承ください。 
２．書式・フォント・レイアウト（記入例を参照の事） 

 原稿は4A版,縦置き,40字×40行,1ページとし,上下左右30mmの余白をとってください。 
演題,氏名（所属）,本文はすべて横書きとします。数字とアルファベットは半角とします。 
演題：１行目に中央揃えで（副題がある場合は 2 行目に中央揃えで），ゴシック体・12 ポイ

ントで書いてください。 
氏名・所属：演題の次に 1 行けてあけて,右寄せで,ゴシック体・10 ポイントで,所属は略称

を用い全角括弧に入れて書いてください。講演者氏名の前に○印をつけて下さい。

連名者が多い場合は 2 行にわたってもかまいません。 
本文：氏名（所属）の次に１行あけて,一段組,両揃えで,明朝体,10 ポイントとします。見出

しをつける場合は,ゴシック体・10 ポイントとします。文字幅は 1 行 40 字・行間隔

は１ページ 40 行としてください。 
その他：キーワード．引用文献を記載してもかまいません。引用文献の書き方は『林業経

済研究』に準拠します。原稿の末尾に問い合わせ先氏名と E-mail アドレスを記載し

てください。英文の場合も以上の様式に準拠してください。 
３．PDF ファイルサイズについて 

 ファイルサイズがあまり大きくならないように注意してください。（500kb 以下） 
４．入稿時のファイル名について 

 PDF, MS-WORD いずれの場合も,ファイル名は発表者（筆頭者）氏名として下さい。 
５．原稿提出締め切り 

 原稿は 10 月 17 日（金）必着で,郵送にてお送り下さい。未提出の場合は,発表辞退と見な

します。 
 



余白 
30mm 

 発表要旨集原稿記入例  
 

演題・副題
中央揃え，ゴシック体・12 ポイント

研究発表題目 
－副題－ 

（改行） 
森みどり・林 育生（岩手大） 

（改行） 
氏名（所属）
右寄せ，ゴシック体・10 ポイントはじめに 

 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
（改行） 
調査方法 
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊ 

本文： 
本文のスタイルは自由。 
１段組，両揃えで，明朝体・
10 ポイント。 
 
見出し： 
ゴシック体・10 ポイント。 
 
文字幅は１行 40 字， 
行間隔は１ページ 40 行。 
 
図表・写真： 
適宜。PDF ファイルに変換し
ても崩れないように注意する
こと。 

 
 
 
 
 
 

図１ ○○○○○○ 
注：○○○○○○ 

余白 
30mm 

余白 
30mm 

（改行） 
結果と考察 
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

表１ ○○○○○○ 
○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ 

△△△ 
□□□ 
▽▽▽ 

○○

○○○

○○

○○○

○○

○○○

○○○ 
○○ 
○○ 

○○○ 
○○ 
○○ 

注：○○○○○○ 

（改行） 
引用文献 

引用文献：適宜。書き方は『林業経済
研究』に準拠。(1)＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

(2)＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
原稿の末尾に問い合わせ先氏名と
E-mail アドレスを記載。 

（改行） 
（連絡先：森みどり midori@iwate-u.ac.jp） 

余白 
30mm 



2008 年林業経済学会秋季大会 発表申込書 

１．申込責任者 

 
氏名（ふりがな）               所属                  
 
連絡先住所                                        
 
電話番号                 FAX番号                  
 
電子メール                                       
 
２．発表会場（選択し、○をつけてください） 

 
  A：テーマ別セッション     B：自由論題報告 
 
３．発表題目（副題がある場合は副題もご記入ください） 

 

 題目：                                       

 

４．発表者（口頭発表者には□にチェック印を入れてください） 

 

筆頭者□           所属           氏名              

 

連 名 □             所 属            氏 名         

  

 

連名□            所属           氏名            

 

連 名 □             所 属            氏 名         

  

 

５．使用機材（選択し、○をつけてください） 

  A：液晶プロジェクター   B：OHP 

 

※発表申込み締め切り 

 2008 年 8 月 22 日（金）必着  郵送のみ（FAX・E-mailは不可） 



 

 

2008 年林業経済学会秋季大会 エクスカーション申込書 

１ 日程 
11 月 14 日（金） 

9:00 岩手大学農学部正面玄関出発 
10:00 小岩井農牧山林経営等視察 
12:00 昼食 
13:30 川井林業雫石工場視察（大型製材工場） 
15:00 岩手県営温水プールホットスイム視察（木質バイオマス利用） 
17:00 岩手大学農学部帰着 

※日程は未確定な部分を含んでおり、若干変更となる場合があります。確定し次第学会

HP 等でお知らせ致します。 

２ 参加費 
 3,000 円（昼食代は別途実費） 
 当日お支払い頂きます。 
 
３ 参加申込 

①氏名 ②所属 

③電話 ④FAX 

⑤E-mail 
連
絡
先 

⑥住所 

 
○必要事項①～⑥を記入の上、E-mail でお申し込み下さい。また、FAX または郵便でも受

け付けます。 
○先着 50 名程度で締め切らさせて頂きますのでご了承下さい。 
○申込先・問い合わせ先 

2008 年林業経済学会秋季大会運営委員会 伊藤幸男 
E-mail 2008iwate@gmail.com 
TEL/FAX 019-621-6280 
住所 〒020-8550 盛岡市上田 3-18-8 岩手大学農学部 

 
※申し込み締め切り  2008 年 10 月 17 日（金）必着 
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